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これからの学術情報システム構築検討委員会

概要

• これからの学術情報システム構築検討委員会が
活動目的とする「電子情報資源を含む総合目録
データベースの強化」のうち、特に電子情報資
源のデータの管理・共有に関する企画・立案を
目的として平成27年4月に設置された作業部会
です

• 2017年度は電気通信大学、鹿児島大学、神戸
大学、北海道大学、佛教大学、国立研究開発法
人国際農林水産業研究センター、国立情報学研
究所（JUSTICE事務局）からの委員と、東京
工業大学、早稲田大学、国立極地研究所からの
協力員によって構成されています

3



これからの学術情報システム構築検討委員会

これからの学術情報システムの方向と課題
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課題

(1)統合的発見環境の提供
• NACSIS-CATの位置付け

• ①共同分担目録：書誌データの利活用への参加／不参加
• ②資源共有：所蔵データの利活用への参加／不参加
• ③共同保存・利用（Shared Print）

• NACSIS-ILLの位置付け
• ④紙から電子への移行

• 国内コンテンツのメタデータの捕捉
• ⑤ERDB-JPの整備・運用

• 商用コンテンツのライセンスデータの管理・共有
• ⑥JUSTICEとの連携
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課題

(1)統合的発見環境の提供
• 検索インタフェースの拡張

• ⑦CiNiiはどこまでを対象とするのか
• ⑧API公開
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課題

(2)メタデータの標準化
• 相互利用

• ⑨メタデータのオープン化
(3)学術情報資源の確保

• デジタイズ
• ⑩印刷体資料の電子化
• ⑪電子コレクションのアーカイブ対応

(4)その他
• 協力体制

• ⑫大学図書館、NII、NDL
• ⑬ログデータの活用
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「電子リソース共有作業」の二つの概念
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各機関（各館）
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各機関（各館）

JUSTICE・出版社

（１） （２）

感覚的には「みんなのため」の共有

感覚的には「自分たちのため」の共有
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（１）各機関から外へ向けての共有とはどのようなものか？
自館の電子リソースを世界中で使ってもらうために

10

各機関（各館）

他の機関

（１）の「各機関から外へ向けての共有」作業の必要性について取り上げます
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（１）各機関から外へ向けての共有とは？

• 他機関の利用者やステークホルダーに対し、
適切な形で自館由来の学術情報を提供すること
を目的とする「共有」

• NACSIS-CATなどの総合目録が従来になって
きた、各機関の蔵書（とくに雑誌）に対する
共同管理を電子の世界で実現させるもの
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各機関の「紙」の蔵書については
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他機関と所蔵情報を共有することで、ILLなどに大きな威力を発揮しています。
他機関との文献複写や現物貸借のやり取りは、図書館業務の柱のひとつです
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では電子リソースの場合はどうでしょうか
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たしかに機関リポジトリを作り、JAIROにメタデータを提供すれば、他機関の
利用者にも自館の電子リソースを提供できているように感じます
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でも落とし穴がないわけではありません
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いくら機関リポジトリに論文や記事を登録し、JAIRO（IRDB）にデータを流して
も、そのままでAtoZやリンクリゾルバに自館のOAジャーナルのタイトルが搭載さ
れるわけではありません。
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そのため
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せっかく機関リポジトリでOAジャーナルを公開し、「論文」や「記事」を無料で
公開しても、ISSNを用いて「ジャーナル」レベルのリンクを形成する
リンクリゾルバでは、見つけてもらえない可能性があります。
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どこかで、こんなやり取りが行われているかも
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本学の問題ではなく、
先方のデータ登録の
問題のようです

リンクリゾルバのナレッジ
ベースに『○○大学紀要』
の登録がないからですね

なんで○○大学の
紀要がリンク

しないんですか？

他機関
ユーザ

他機関システム
担当者

他機関サービス
担当者

この論文、○○大学でネット公開
されているのに、データベースから

正しくリンクされません

存在に気がついてもらえたことを考えるとまだましですが・・
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でも逆に言えば
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リンクリゾルバに「ジャーナル」のタイトルが登録されれば、
世界中の大学で使われるディスカバリーサービスや抄録データベースなどから
簡単にアクセスできるようになるということです
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しかし
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各機関が独自に世界中のリンクリゾルバのベンダーや図書館に対して、
自館で公開するOAジャーナルと、そのURLの登録をお願いするのは現実的では
ありません
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そこでERDB-JPが役に立ちます
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ERDB-JPとは

• 日本におけるOAジャーナルのタイトルや公開
範囲、URLなどを集約したデータベースです

• 2017年9月6日現在で14,991タイトルが収録
されています

• 電子ジャーナル： OA 13,966／有料 531
• 電子ブック： OA 494
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ERDB-JPとは

• 登録されたメタデータは、CC0で公開されてお
り、エクスポート機能を利用して出力し、各機
関のOPACで利用いただくことも可能です

• 登録されたデータは、”Freely Accessible 
Japanese Titles “というパッケージ名で
リンクリゾルバのベンダーにも共有されて
います

• 海外のオープンナレッジベースのコミュニティ
と連携しています

• KB+（英、スウェーデン）、BACON（仏）
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ERDB-JPとは

• メタデータの登録やメンテナンスは、
パートナー60機関によって自律的に行われて
います

• 体系的なデータ更新により品質を確保していま
す

• 機関リポジトリとの自動連携
• JAIRO Cloud実装済

• パッケージ／ベンダー単位での連携
• J-STAGE,PierOnline,ISSN日本センター,医中誌刊行会
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こんな感じで世界中で使えるようになります
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ぜひパートナーとして世界発信にご協力を!
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ERDB-JP

すべてのコンテン
ツの修正・削除が

可能

自機関が登録した
コンテンツの

修正・削除が可能

新規登録は
どちらでも
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ということで、ここでは
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（２）「外から各機関へ向けての共有」作業を中心に取り上げます

各機関（各館）

JUSTICE・出版社
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（２）外から各機関へ向けての共有とは？

• 機関内の利用者やステークホルダーを念頭に、
適切な形で外部由来の学術情報を提供すること
を目的とする「共有」

• 図書館が従来になってきた蔵書に対する
行き届いた管理を電子の世界で実現させるもの
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実体のある「紙」の資料をどう管理していますか

28

計画・方針

選択

収集

組織化

管理

評価

管理

装備 補修 製本 排架 保存

図書館としての長年の経験を基に、著作権の扱いから、資産としての紛失防止に
いたるまで、様々な側面を考慮することで「微に入り細に入り」管理しています
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では電子リソースの場合はどうなのでしょうか

29

確かにリンクリゾルバやA to Z、ディスカバリーサービスを使えば、
利用者への提供はできているように見えます
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でも落とし穴がないわけではありません
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すぐに分かりませんので、
しばらくお待ちください

ライセンスを調べてみますが、
少し時間がかかります

この論文は
Walk in Userでも
閲覧できるの？

ユーザ

契約担当者

サービス
担当者

学外のものですが、
この論文を読めると聞いて

来館したのですが
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キャンセル後のアーカイブ権管理も必要です
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？
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ライセンスが問題？それとも他の理由？

32

そのはずなのですが…そもそもキャンセルを
何年にしたか調べないとなんとも

コアジャーナルはキャンセル
しても、アーカイブ権が残る

はずですよね？

2013年の論文が読めないんです。
前後の年はいけるのに…

これでは「紙」のように管理が行き届いているというイメージにはなりませんよね。
サービスという点でも問題がありそうです…

すぐに分かりませんので、
しばらくお待ちください

ユーザ

契約担当者

サービス
担当者
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実際電子リソースの提供条件は複雑です
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ポスト・キャンセレーション・アクセス

アーカイブ権 エンバーゴ

ローリング／ムービングウォール

ア
ク
セ
ス
範
囲

ILL Walk in User

リモートアクセス
提
供
条
件

コースパック

トライアル利用

「紙」とは異なる複雑なアクセス範囲や提供条件の設定があります。そしてその提
供条件は無数に存在する電子リソースごとに異なるという現実があります。
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提供条件をしっかりと管理
• いかにA to Zやリンクリゾルバ、
ディスカバリーサービスがあろうと、
ナレッジベースを適切に管理しない限り、
行き届いたサービスにはならないという現実は
困りものです

• しかし提供条件をしっかりと把握、管理し、
利用者に適切に開示できる環境を構築できれば、
電子リソースを効率的かつユーザーフレンドリー
に提供できるようになります
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リスクを避けることもできます

• しかも図書館として、知らず知らずのうちに
「ライセンス侵害」を引き起こすような事態も
避けることができます

• アーカイブ権を有する雑誌の状況などを詳細に
把握し提供することは、
限られた予算を背景にした適切な資産管理を
実現することに繋がります
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でもこれをしっかり実行すると

36

提供条件やタイトルリストの取得、整理作業は、JUSTICE会員館側で行う必要が
あり、かなり大変な作業になります。これでは新たに管理をしっかりやろうという
図書館があっても踏み出しにくいかもしれません。
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事務局

出版社
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提供
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提供条件

提供条件
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タイトルリスト
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変更
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保存
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/H28/

ライセンス
/2017/

管理用反映

会員館限定Webサイト
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ではこれならどうでしょう？

37

JUSTICE での提供条件や出版社のタイトルリストを、システムを介し各図書館で
ローカライズできる形で共有できれば、管理のハードルは低くなりますよね

JUSTICE
事務局

出版社

登録 共有

API参照

提供条件
・

タイトル
リスト JUSTICE

会員館

変更

OPAC

リンク
リゾルバ

ディスカバ
リサービス

登録

表示

電子リソース管理システムによる管理・共有 公開用

反映

提供条件
・

タイトル
リスト
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これらを実現するために

• 電子リソース業務の管理基盤・ワークフロー構
築について検討しています

• とくにコンソーシアムにおける
「提供条件・タイトルリスト」の共有が、
コンソーシアムと機関の間で効果的に行えるか
否かは重要です

• 可能性の一つとして「図書館サービスプラット
フォーム（LSP）」が提供するワークフローの
有用性を検証しています
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（参考）図書館サービスプラットフォーム（LSP）とは

• 「紙」を中心とした実体のあるコンテンツを
管理してきた従来型の図書館システム（ILS）
に、電子情報資源管理システム（ERMS）や
リンクリゾルバなどの周辺システムを統合した
ものです

• 「紙」も「電子」も形態の違いを意識すること
なく、同様のワークフローの中で管理、提供が
可能になるという特徴があります
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（参考）主要な商用LSP

• Ex Libris（ProQuest）社 Alma
• OCLC WorldShare Management Services
（WMS）

• Innovative Interfaces社 Sierra Library 
Services Platform（Sierra LSP）

40



これからの学術情報システム構築検討委員会

（参考）LSPの運用面における特徴

• クラウドサービスでの運用が基本です
• 単館としての利用だけでなく、複数の図書館が
コンソーシアムを形成し共同で導入、運用する
事例も増加しています

41

最終的には「機能面」における検証に加え、こういった
運用面における特徴なども検討した上で、
日本における「電子リソース共有作業」に対する
LSPの適合可能性を見極めたいと考えています！
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（参考）海外におけるLSPの共同運用の概念図

42

参考：上野友稔，香川朋子，片岡 真. 共同運用による図書館システム導入の新た
な可能性. カレントアウェアネス. 2017, (331), CA1896, p. 22-28.
http://current.ndl.go.jp/ca1896, (accessed 2017-05-22)
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